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ご意見・ご要望をお寄せください

　

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
は
第
一
回

定
例
会
で
、
区
内
の
区
立
小
中
学
校
の

学
校
給
食
を
無
料
化
す
る
た
め
、
大
田

区
学
校
給
食
費
助
成
条
例
を
提
案
し
ま

し
た
。
以
下
内
容
で
す
。

　

学
校
給
食
法
第
１１
条
で
は
、
学
校
給

食
費
は
保
護
者
負
担
と
す
る
と
あ
り
ま

す
が
、
憲
法
２６
条
で
は
義
務
教
育
は
無

償
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
都
内

の
自
治
体
で
は
利
島
村
、
御
蔵
島
村
、

奥
多
摩
町
で
給
食
費
無
償
化
が
実
施
さ

れ
て
ま
す
。
全
国
で
も
学
校
給
食
費
の

無
償
化
・
全
額
補
助
の
自
治
体
が
広
が

り
、
少
な
く
と
も
４
市
３３
町
２５
村
の
６２

自
治
体
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
費
用
の
財
源
の
裏
付
け
の
指
摘

も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
度
予

算
案
で
地
方
消
費
税
交
付
金
は
１
５
８

億
３
０
０
０
万
円
の
内
、
社
会
保
障
財

源
と
し
て
７０
億
８
９
０
０
万
円
の
社
会

保
障
費
か
ら
の
活
用
や
、
５
３
９
億
円

と
見
込
ま
れ
る
財
政
基
金
な
ど
を
活
用

す
れ
ば
、
給
食
費
の
総
額
約
２０
億
円
の

内
、
就
学
援
助
の
補
助
分
を
差
し
引
い

た
約
１６
億
円
を
賄
う
こ
と
は
十
分
可
能

で
す
。

　

ま
た
、
経
済
的
な
問
題
は
就
学
援
助

制
度
で
対
応
で
き
て
い
る
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
就
学
援
助
の
申
請
に

必
要
な
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
困
難

な
家
庭
や
、
増
え
続
け
る
貧
困
家
庭
に

お
い
て
僅
か
に
就
学
援
助
対
象
所
得
を

上
回
る
家
庭
へ
の
対
応
が
現
制
度
で
は

足
り
な
い
中
で
、
全
て
の
児
童
生
徒
を

対
象
と
し
、
憲
法
２６
条
の
義
務
教
育
は

無
償
と
す
る
と
の
精
神
を
体
現
す
る
給

食
費
の
無
償
化
を
、
大
田
区
か
ら
実
施

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
が
、
自
民
・

公
明
・
民
進
等

が
実
施
の
た
め

の
財
源
の
裏
付

け
等
が
不
明
と

の
理
由
で
反
対

し
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

世論と運動で実現しました
�児童相談所開設準備

�保育士に応援手当月１万円等で人材確保支援

�認可保育園11施設整備等で700人の定員増

�民間保育園施設のAED設置補助

�特別養護老人ホームの整備（千鳥84床）

�認知症高齢者グループホームの整備

�障がい者のグループホーム整備

�障がい者サポートセンター第二期建設
緊急一時保護機能を含む短期入所機能等

�防災時医療対策の充実・妊産婦避難所設置

�蒲田・大森駅のホームドア設置等補助

�未婚のひとり親家庭に寡婦控除のみなし適用

義
務
教
育
は
無
償
・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

第
一
回
定
例
会
で
党
区
議
団
が
提
案



法 律 相 談
顧問弁護士による法律相談です。
お気軽にご利用ください（毎月第2水曜日）

5月10日・6月14日（水）
午後1時〜3時

場所　大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）
事前にお電話ください　☎ 3735−2611

　

党
区
議
団
は
、
第
一
回
定
例
会
（
２

月
１７
日
か
ら
３
月
２４
日
）
の
予
算
特
別

委
員
会
で
、
区
民
の
く
ら
し
・
営
業
守

る
た
め
に
新
年
度
予
算
に
対
し
て
編
成

替
え
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
不
要
不
急
の
羽
田
空
港
跡
地

の
大
型
施
設
の
建
設
や
ま
ち
づ
く
り
事

業
、
京
急
関
連
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
の
大
型
開
発
を
見
直
し
、
区
民

に
利
便
性
の
な
い
新
空
港
線
へ
の
積
立

基
金
な
ど
を
削
減
し
、
区
民
か
ら
ム
ダ

使
い
と

批
判
が

あ
る
区

議
会
議

員
の
海

外
親
善

訪
問
は

中
止
す

る
。

　

待
機

児
解
消

の
た
め

に
認
可

保
育
園

建
設
や
、

学
校
給

食
費
の

無
償
化

の
実
施
。

特
養
ホ

ー
ム
待
機
者
解
消
の
た
め
に
区
の
責
任

で
整
備
し
、
高
齢
者
の
外
来
医
療
費
の

助
成
を
行
い
、
施
策
を
充
実
す
る
。
ま

た
、
区
内
中
小
企
業
支
援
の
た
め
に
、

工
場
家
賃
支
援
、
仕
事
確
保
職
員
の
増

員
や
中
小
事
業
者
の
後
継
者
支
援
等
を

実
施
す
る
た
め
の
増
額
を
提
案
し
ま
し

た
が
、
自
民
・

公
明
・
民
進
等

が
反
対
し
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

く
ら
し
・
営
業
守
る
た
め
に

新
年
度
予
算
に
対
し
て
予
算
編
成
替
え
を
提
案

　

予
算
特
別
委
員
会
で
、
各
予
算
の
審

議
（
款
別
質
問
）
で
大
竹
区
議
は
、
下

記
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

�
区
債
の
活
用
で
世
代
間
の
均
衡
を
図

り
、
区
民
施
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

�
区
民
間
の
利
益
の
不
公
平
を
も
た
ら

す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中
止
す
る

こ
と
（
コ
ン
ビ
ニ
設
置
の
多
機
能
端

末
器
の
庁
舎
の
設
置
を
や
め
る
こ

と
）
。

�
伊
豆
高
原
学
園
の
区
民
利
用
促
進
の

た
め
に
改
善
を
す
る
こ
と
。
指
定
保

養
所
の
利
用
制
限
の
撤
廃
や
助
成
額

を
３
０
０
０
円
に
戻
す
こ
と
。

等
を
求
め
ま
し
た
。

区
民
施
策
の
充
実
に
向
け
て　
予
算
特
別
委
員
会
で

大
竹
区
議
が
質
問
　

（単位：千円）
組 替 項 目 修正増額 修正減額

セーラム市親善訪問の中止 ▲　7,054
朝陽区・大連市親善訪問の中止 ▲　3,318
区政施策調査（海外）の中止 ▲　11,265
同和対策に係る経費の減額 ▲　4,534
75歳以上高齢者外来医療費助成 3,410,271
特養ホーム建設費助成（小規模10カ所） 1,144,000
認可保育園建設補助（20カ所） 1,957,672
学校給食費の無償化 1,640,000
全数調査検討委員会（15名） 750
仕事確保職員（10名） 70,000
工場家賃支援 300,000
ものづくり経営革新緊急助成 275,000
中小事業者の後継者支援 400,000
羽田空港跡地の産業交流拠点の形成の廃止 ▲　145,804
新空港線整備資金積立金の廃止 ▲　1,002,056
新空港線の整備主体の設立の廃止 ▲　180,000
新空港線の整備促進事業の廃止 ▲　2,900
空港跡地利用の推進の廃止 ▲　66,733
京急関連駅周辺のまちづくりの廃止 ▲　27,820

合　　計 9,197,693 ▲　1,451,484
修 正 増 減 額 7,746,209


